
​富山短期大学【地元産業界等との地域の課題解決に向けた連携事業及び実践的PBLを含む授業科目等について】​
​私立大学等経常費補助金特別補助「地方の職を支える人材育成」​

​＜令和8年度＞​
​連携地元産業界：全国農業共同組合連合会富山県本部​
​課題：県産農産物の生産量・消費量が減少している、家庭での食品ロスが多い​
​目標：富山県産農産物を使用した商品やレシピを開発し宣伝することで、県産農産物の消費量を増やす。​
​　　　家庭での野菜の廃棄量減につながるレシピ開発​
​取組：富山県産農畜産物を使用した商品とレシピの開発、地産地消推進・食品ロス削減の方策検討​

​実践的PBLを含む授業科目等：正課外活動　スイーツラボ（参加学生：食物栄養学科、専攻科、担当教諭：太田教授）​
​内容：課題確認、目標・テーマ設定「富山県産農畜産物を活用したパンの開発」、調査、レシピの考案・試作・提案​

​＜令和7年度＞​
​連携地元産業界：全国農業共同組合連合会富山県本部​
​課題：県産農産物の生産量・消費量が減少している、家庭での食品ロスが多い​
​目標：富山県産農産物を使用した商品やレシピを開発し宣伝することで、県産農産物の消費量を増やす。​
​　　　家庭での野菜の廃棄量減につながるレシピ開発​
​取組：富山県産農畜産物を使用した商品とレシピの開発、地産地消推進・食品ロス削減の方策検討​

​学科：食物栄養学科​
​授業科目：卒業研究（指導教員：太田教授）​
​目的：定められたテーマに関する、解決策の検討と実践。研究内容を論文としてまとめる力・プレゼンテーション力の習得​
​　　　JA全農とやま連携事業に係る取組の実施​
​内容：課題確認、テーマ設定「冬野菜丸ごと活用」、調査、レシピ考案・試作、論文作成、発表​
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​＜令和6年度＞​
​連携地元産業界：全国農業共同組合連合会富山県本部​
​課題：県産農産物の生産量・消費量が減少している、家庭での食品ロスが多い​
​目標：富山県産農産物を使用した商品やレシピを開発し宣伝することで、県産農産物の消費量を増やす。​
​　　　家庭での野菜の廃棄量減につながるレシピ開発​
​取組：富山県産農畜産物を使用した商品・レシピの開発、地産地消推進・食品ロス削減の方策検討​

​学科：食物栄養学科​
​授業科目：卒業研究（指導教員：太田教授）​
​目的：定められたテーマに関する、解決策の検討と実践。研究内容を論文としてまとめる力・プレゼンテーション力の習得、​
​　　　JA全農とやま連携事業に係る取組の実施​
​内容：課題確認、テーマ設定、調査、レシピ考案・試作、論文作成、発表​
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